













































2回に加え、国内学会 4回（臨床教科教育学会 2回、日本環境教育学会・日本教育心理学会各 1回）
を行っており、とりわけ、第 25 回日本環境教育学会（2014）のポスター発表では第 10 回日本環
境教育学会研究・実践奨励賞を受賞していることを確認した。また、合同セミナーへの出席回数が
60時間を超えていることを確認した。 
 以上から、学生について博士論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
 
 
 
 
 
